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バリアフリーの視点からみたニュータウンの歩行者空間の
実態に関する研究 
-兵庫県三田市フラワータウンとウッディタウンの事例および比較- 
 
北出 悟士 
 
【修士論文概要書】 
 
研究の背景と目的 
 高度経済成長期に大都市への大量の若者労働者の流入対策として、これまで、わが国で
は千里ニュータウンをはじめ数々のニュータウンが建設されてきた。ニュータウンは街開
きをした当初、20代後半から40代の世代とその子供世代である15歳未満の人口比率が多い、
歪な人口形態となっていた。しかし、年代が経つにつれニュータウン内の高齢化が進行し、
高齢者のみの世帯も増加し、持続可能なまちとしての機能が失われつつある。 
 兵庫県三田市の北摂三田ニュータウンは大阪や神戸へ通勤する人々の住宅を確保する一
環として開発された。北摂ニュータウンには兵庫県主導のフラワータウンと都市住宅公団
主導のウッディタウンがあり、両ニュータウンとも「歩いて回れる街」をコンセプトに、
歩車分離をおこなったまちとなっている。しかし他のニュータウンと同様に、両ニュータ
ウン内とも徐々に高齢化が進行しつつあり、今後、持続可能なまちとしての機能、特に「歩
いて回れる街」としての機能が維持できるのかが課題となっている。 
 そこで、本研究は北摂ニュータウンにおける屋外空間（歩行者専用道路や階段など）で、
将来的に「歩いて回れる街」を阻害する要因や場所を明らかにし、持続可能なまちづくり
をおこなうための要素を検討する。 
 
研究の方法 
北摂ニュータウンには兵庫県主導のフラワータウンと都市住宅公団主導のウッディタウ
ンがあり、開発規模や計画人口の規模は異なる。そこで、フラワータウン、ウッディタウ
ンとも近隣・地区センターとの位置関係や住宅用途に特徴のある地域（フラワータウン：8
地区、ウッディタウン：4地区）を選出し、フラワータウンおよびウッディタウンに各400
件ずつ、計800件のアンケートを配布した。アンケート調査では ①ニュータウンの屋外空
間の利用実態を知るために、地図に描き込んで頂くもの ②住宅のアプローチ部分の現況
と今後のバリアフリー化への改造方針の意思を尋ねるもの などを用意している。 
 本調査により明らかになった各地区の居住者の地域施設への移動手段や経路選択、都市
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施設の立地実態、地区の特性などの要因を分析し、住民が感じるニュータウン内の屋外空
間に対するバリアを明らかにする。 
 
最寄り駅までの行動ルート特性 
 各ニュータウンの自治会別に居住地から最寄り駅（ウッディタウンは最も利用する駅ま
たはバス停）までの交通手段を調査した。調査内容は、徒歩および自転車を利用する人の
ルートを把握するために利用するルートを地図内に書き込んでいただいた。さらに、なぜ
そのルートを利用するのかをアンケートの選択肢から答えていただいた。また、利用され
るルートにおけるバリアの種類と場所についても調査した。その結果から、最寄り駅まで
向かうルート選択の特性を考察した。以下、各自治会の結果を比べていく。 
買物行動時のルート特性 
 各ニュータウンの自治会別に各居住地から最も利用されている購買施設までの交通手段
およびルートを調査した。調査方法はアンケートおよび最も利用されている購買施設まで
徒歩および自転車を利用する人のルートを把握するために、利用するルートを地図内に書
き込んでいただいた。さらに、なぜそのルートを利用するのかアンケートの選択項目から
答えていただいた。また、利用されるルートにおけるバリアの種類と場所についても調査
した。その結果から、買い物行動時におけるルート選択の特性を考察した。 
散歩行動時のルート特性 
 アンケート回答者の散歩あるいはジョギングのルートを調査した。調査方法は散歩ある
いはジョギングを行う際、最も頻繁に利用しているルートを地図上に書いていただく方法
をとった。さらに、なぜそのルートを利用するのかを選択肢から選んでいただいた。また、
利用されるルートにおけるバリアの種類と場所についても調査した。その結果から、散歩
（ジョギング）時におけるルート選択の特性を考察した。以下、各調査地域の結果を比べ
ていく。 
 
調査区域の概要 
フラワータウン 
 北摂ニュータウン開発の1つとして、開発面積約337ha、計画人口約34000人の新都市とし
て、新市街地開発事業の手法にのっとって兵庫県が主体となり、1982年に街開きが行われ
た。フラワータウンは神戸電鉄フラワータウン駅を中心にして、センター地区、中高層住
宅地区、低層集合住宅地区、戸建住宅地区、健康増進地区、公益的施設地区に用途分化（用
途純化）されており、ニュータウン内は、狭間が丘、弥生が丘、富士が丘、武庫が丘の4つ
のエリアから成り立っている。フラワータウンのまちづくり方針は「歩いて楽しむまちの
形成」であり、その方針に基づいて、①生活利便拠点の形成、②拠点の整備、③歩行者ネ
ットワークの形成、④交通手段の充実の指針が作られている。これらの指針からフラワー
タウンでは、歩行者ネットワークを通じてフラワータウン内のさまざまな場所へ赴くこと
ができるように歩行者ネットワークが計画・設計されている。本調査ではフラワータウン
駅からの距離および建物形態を考慮して、各自治会から2地区を選出して調査した。調査地
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区は、富士が丘は1丁目と6丁目、狭間が丘は3丁目と5丁目、武庫が丘は5丁目と6丁目、弥
生が丘は2丁目と4丁目を選出した。 
 
ウッディタウン 
 北摂ニュータウン開発の1つとして、開発面積約598ha、計画人口約48000人の新都市とし
て、新市街地開発事業の手法にのっとって住宅・都市整備公団（現・独立行政法人都市再
生機構）が主体となって1987年に街開きが行われた、三田市最大のニュータウンである。 
ニュータウン内は神戸電鉄南ウッディタウン駅とウッディタウン中央駅を中心にして、
センター地区、中高層住宅地区、低層集合住宅地区、戸建住宅地区、公益・特定業務地区
に用途分化（用途純化）されており、ニュータウン内はあかしあ台、すずかけ台、ゆりの
き台、けやき台の4つのエリアから成り立っている。その中で、今回の調査対象は南ウッデ
ィタウン駅を挟んで東に位置するすずかけ台と西に位置するあかしあ台とした。ウッディ
タウンの各住区では、歩行者の安全を考えたボンエルフ道路を採用し、辻広場や植え込み
を豊富に設けて、自動車がスピードを出しにくい交通計画を立て、設計されている。また、
歩行者専用の「つきあい通り」も計画・設計され、多様な顔をもつ歩行者ネットワークが
形成されている。本調査では南ウッディタウン駅を生活拠点地域としている自治会である、
あかしあ台とすずかけ台の2自治会から、それぞれ2地区を選出した。本調査では南ウッデ
ィタウン駅からの距離および建物形態を考慮して、各自治会から2地区を選出して調査した。
調査地区は、あかしあ台4丁目と5丁目、すずかけ台は2丁目と3丁目を選出した。 
 
まとめ 
 ニュータウン内の屋外環境において、最も不安やバリアに感じていることは「段差」や
「坂道」などの物理的要素の傾向が強かった。ニュータウン別にみると、フラワータウン
が「坂道系」、ウッディタウンが「段差系」にバリアや不安を感じていた。これは、比較
的ウッディタウンに比べて、起伏が緩いフラワータウンでは坂道が多くなり、起伏が激し
いウッディタウンでは階段歩行者専用道路を処理するために見られる傾向であった。また、
フラワータウンは坂道やスロープにおいて路面の状態が悪くなっている部分もあったため、
歩行者専用道路の利用環境の整備や維持管理の方法を模索する必要があり、今後のニュー
タウン内の課題の1つと言える。また、ニュータウン全体として、「自転車の利用」に関し
て、不安や危険、バリアを感じている意見が散見された。自転車を含む新たな交通計画を
つくる必要性があると考える。さらに、季節によって雪や氷が解けずに滑りやすくなる場
所もあることが指摘された。そのような場所には「手すりを設ける」、「あらかじめ融氷
材を散布する」などの対策を講じるべきである。 
 歩行ルートの特性においては、フラワータウンでは歩行者専用道路を利用する傾向が強
かった。その理由としては駅や買物施設などの目的地に向かう場合は、「自動車が少ない」
と「近道になる」という意見が大半を占めた。散歩などの歩くことを目的としている場合
は、「自動車が少ない」や「緑が多い」などの歩行環境を重視している点が見られ、歩行
者専用道路のほかに、ニュータウンの周回道路を利用していることも確認できた。フラワ
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ータウンでは歩行者専用道路が深く地域に根付いていることが伺えた。ウッディタウンで
は目的地に向かう場合は最短距離を通って向かう傾向が強かった。また、歩車共存のまち
づくりを進めていることもあり、「自動車が少ない」の項目を選択する人はフラワータウ
ンと比べてもとても低い割合になった。現在はフラワータウンに比べて、若い人が比較的
多く住まわれているウッディタウンの交通計画が今後どのように変遷していくのかを注視
していきたい。一方で、散歩などの歩くことを目的としている場合は、ニュータウンの周
回道路を利用する人が多かった。これは、ウッディタウンの周回道路は1周約7kmのジョギ
ングコースと設定されているためである。さらに、平谷川周辺に散歩に向かう人も多くみ
られた。ウッディタウンの歩行環境は、まちの内部よりも外周部に良い環境がそろってい
ることがうかがえる結果となった。 
今後の課題と展望 
 本調査では調査地域別においての敷地内住環境のバリア調査やルート選択の特性把握に
主眼を置いてきた。しかし、実際は主要駅や購買施設からの距離や年齢、性別によっても、
バリアを感じる場所やルート選択の特性が変化してくるものと思われ、それらの視点から
の調査が不十分であった。今後は本調査から得たデータを基にして、さらに詳しくニュー
タウン内の屋外環境の快適性や安全性を向上させ、持続可能性のあるまちの形成に向けて
阻害要因となるものを明確化させていきたい。 
